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租税特別措置
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6月の税務と労務6月 （水無月）JUNE
21日・春分の日

国　税／5月分源泉所得税の納付 
6月10日

国　税／所得税の予定納税額の通知 
6月15日

国　税／ 4月決算法人の確定申告
（法人税・消費税等） 6月30日

国　税／10月決算法人の中間申告 
6月30日

国　税／ 7月、10月、1月決算法人
の消費税等の中間申告
（年3回の場合） 6月30日

地方税／ 個人の道府県民税・都民税
及び市町村民税・特別区民
税の納付（第1期分） 
 市区町村の条例で定める日

労　務／ 健康保険・厚生年金保険被
保険者賞与支払届 

支払後5日以内
労　務／ 児童手当現況届（市区町村

役場から通知が届いた場合）
6月30日

　特定の政策目的を実現するため、対象者や期間を限定して設け
られる税負担の軽減措置が「租税特別措置」です。中小法人に対す
る法人税率の軽減措置など適用件数の多い措置もある一方、なか
には政策効果が低いものもあり、内閣官房の租税特別措置・補助
金見直し担当室で、適正化に向けた議論が行われています。



6 月号 ─ 2

れ
な
い
か
ら
で
す
。
賃
上
げ
が
常
態

化
す
る
時
代
に
賃
金
を
コ
ス
ト
と
し

て
の
み
捉
え
る
と
、
財
務
が
先
に
苦

し
く
な
り
ま
す
。
必
要
な
の
は
、
賃

上
げ
を
人
材
へ
の
再
投
資
と
位
置
づ

け
、
生
産
性
を
上
げ
て
〝
払
え
る
賃

金
の
土
台
〟を
つ
く
る
こ
と
で
す
。

Ａ
Ｉ
・
Ｄ
Ｘ
・
自
動
化
は
、
こ
の

土
台
づ
く
り
と
直
結
し
ま
す
。
特
に

「
書
く
・
ま
と
め
る
・
探
す
・
繰
り

返
す
」
と
い
う
仕
事
は
多
く
の
時
間

を
奪
い
、
繁
忙
と
疲
弊
を
生
み
、
教

育
や
改
善
の
余
力
を
奪
っ
て
い
き
ま

す
。
Ａ
Ｉ
は
、
人
が
本
来
向
き
合
う

べ
き
顧
客
対
応
、
品
質
、
改
善
、
提

案
、
育
成
へ
と
時
間
を
取
り
戻
す
力

を
持
っ
て
い
ま
す
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

３

即
効
性
あ
る
三
つ
の
実
務
領
域

Ａ
Ｉ
が
現
場
型
産
業
を
強
化

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

Ａ
Ｉ
を
導
入
し
た
場
合
、
実
務
と

し
て
最
初
に
成
果
が
出
や
す
い
領
域

は
「
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
」「
営
業
・
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」「
現
場
・
教
育
」
の

三
つ
で
す
。【
左
頁
図
参
照
】

そ
し
て
、
Ａ
Ｉ
導
入
に
あ
た
り
押

さ
え
て
お
き
た
い
考
え
方
は
、「
Ａ

Ｉ
は
現
場
型
産
業
を
強
く
す
る
も
の

で
あ
る
」と
い
う
こ
と
で
す
。

も
回
る
仕
組
み
を
つ
く
る
た
め
の「
経

営
の
補
助
輪
」
と
し
て
位
置
づ
け
る

こ
と
が
肝
要
で
す
。
重
要
な
の
は
、

Ａ
Ｉ
に
経
営
判
断
を
委
ね
る
こ
と
で

は
な
く
、
Ａ
Ｉ
は
あ
く
ま
で
、
経
営

者
と
社
員
が
よ
り
良
い
判
断
を
下
す

た
め
の
〝
分
身
〟
と
し
て
、
仕
事
の

段
取
り
と
知
恵
を
増
や
す
た
め
活
か

す
べ
き
で
あ
り
、
最
終
判
断
と
責
任

は
人
が
負
う
こ
と
が
原
則
で
す
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

２
「
人
手
不
足
×
賃
上
げ
時
代
」が

Ａ
Ｉ
を
経
営
課
題
に
押
し
上
げ
た

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

Ａ
Ｉ
が
経
営
体
質
の
問
題
に
な
る

最
大
の
理
由
は
「
人
手
不
足
×
賃
上

げ
時
代
」
の
生
産
性
革
命
が
避
け
ら

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

１

Ａ
Ｉ
活
用
は「
便
利
さ
」か
ら

経
営
体
質
を
問
う
テ
ー
マ
に

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

今
日
、
企
業
に
と
っ
て
の
Ａ
Ｉ
活

用
は
「
便
利
な
道
具
が
増
え
た
」
と

い
う
話
で
は
な
く
、
外
部
環
境
に
振

り
回
さ
れ
な
い
〝
経
営
体
質
〟
を
つ

く
れ
る
か
が
焦
点
に
な
り
ま
す
。
物

価
・
金
利
の
上
昇
、
人
手
不
足
と
賃

上
げ
の
常
態
化
、
価
値
観
の
変
容
、

世
界
経
済
の
不
確
実
性
と
い
う
複
合

的
シ
ョ
ッ
ク
の
中
、
環
境
変
化
が
速

い
ほ
ど
経
営
者
の
判
断
の
質
と
ス
ピ

ー
ド
が
企
業
の
命
運
を
左
右
し
ま
す
。

Ａ
Ｉ
は
、
判
断
の
た
め
の
時
間
と

情
報
処
理
力
を
増
や
し
、
少
人
数
で

製
造
・
建
設
・
物
流
・
整
備
・
清

掃
・
修
理
と
い
っ
た
現
場
型
産
業
は

人
の
判
断
と
技
能
が
不
可
欠
で
、
Ａ

Ｉ
に
代
替
さ
れ
に
く
い
一
方
、
人
手

不
足
を
背
景
に
価
格
決
定
力
が
高
ま

り
や
す
い
分
野
で
も
あ
り
ま
す
。
Ａ

Ｉ
は
人
を
減
ら
す
た
め
で
は
な
く
、

技
能
を
守
り
、
段
取
り
を
磨
き
、
改

善
を
加
速
す
る
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

現
場
の
改
善
・
標
準
化
・
多
拠
点
化
・

品
質
の
安
定
を
進
め
る
企
業
が
、
結

果
と
し
て
高
付
加
価
値
化
に
成
功
し

て
い
き
ま
す
。

た
だ
し
、
Ａ
Ｉ
導
入
は
リ
ス
ク
管

理
と
セ
ッ
ト
で
な
け
れ
ば
逆
効
果
に

な
り
ま
す
。
中
小
企
業
の
現
場
で
特

に
重
要
な
の
は
次
の
三
点
で
す
。

Ａ
Ｉ
導
入
時
の
リ
ス
ク
管
理

①

Ａ
Ｉ
の
出
力
を
正
し
い
と

信
じ
込
み
、
そ
の
ま
ま
使
っ

て
し
ま
う
危
険

②

機
密
情
報
・
個
人
情
報
を

外
部
サ
ー
ビ
ス
へ
入
力
し
て

し
ま
う
危
険

③

Ａ
Ｉ
任
せ
が
進
み
社
員
の

考
え
る
力
が
弱
く
な
る
危
険

Ａ
Ｉ
は〝
答
え
〟で
は
な
く〝
下
ご

し
ら
え
〟
に
使
い
、
最
後
は
人
が
判

企
業
経
営
の
中
心
で
愛Ａ
Ｉ

を
叫
ぶ
！

Ａ
Ｉ
活
用
の
コ
ツ

人
手
不
足
や
賃
上
げ
の
常
態
化
︑
物
価
上
昇
な
ど
︑
企
業
を

取
り
巻
く
環
境
が
急
速
に
変
化
す
る
中
︑
Ａ
Ｉ
は
単
な
る
便
利

ツ
ー
ル
で
は
な
く
︑
生
産
性
を
高
め
外
部
環
境
に
振
り
回
さ
れ

な
い
経
営
体
質
を
つ
く
る
た
め
の
重
要
な
手
段
で
す
︒

Ａ
Ｉ
が
中
小
企
業
の
現
場
・
営
業
・
教
育
を
ど
う
支
え
︑
組

織
の
強
さ
に
つ
な
が
る
の
か
解
説
し
ま
す
︒
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ト
と
し
て
社
内
共
有
し
ま
す
。

そ
し
て
、
Ａ
Ｉ
活
用
が
軌
道
に
乗

っ
て
き
た
ら
、
次
に
勤
怠
・
会
計
・

在
庫
・
予
約
な
ど
既
存
Ｓ
ａ
ａ
Ｓ
と

組
み
合
わ
せ
、〝
仕
組
み
で
回
る
〟状

態
を
増
や
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て

最
後
に
、
教
育
・
採
用
・
顧
客
対
応

ま
で
含
め
て
業
務
に
落
と
し
込
み
、

「
属
人
化
し
な
い
Ａ
Ｉ
活
用
」を
会
社

の
文
化
と
し
て
定
着
さ
せ
ま
す
。

こ
の
流
れ
が
で
き
る
企
業
は
、
賃

上
げ
・
人
材
不
足
・
金
利
上
昇
と
い

う
横
風
の
中
で
も
体
質
が
強
く
な
っ

て
い
き
ま
す
。
Ａ
Ｉ
活
用
は
「
外
部

環
境
に
振
り
回
さ
れ
な
い
体
質
」
を

つ
く
る
武
器
で
す
。
Ａ
Ｉ
を〝
分
身
〟

と
し
て
育
て
な
が
ら
、
人
が
本
来
や

る
べ
き
価
値
づ
く
り
に
時
間
を
取
り

戻
す
企
業
が
、
次
の
時
代
の
勝
ち
筋

を
つ
か
ん
で
い
き
ま
す
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

５

Ａ
Ｉ
は
人
間
の
仕
事
を

奪
う
の
か
？

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

Ａ
Ｉ
時
代
の
先
に
見
え
て
く
る
象

徴
的
な
存
在
が
「
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
ビ

リ
オ
ネ
ア
」
で
す
。
こ
れ
は
、
現
場

型
産
業
を
基
盤
に
、
大
き
な
企
業
価

値
を
築
い
た
経
営
者
を
指
し
ま
す
。

彼
ら
は
、
現
場
の
技
能
や
段
取
り
、

鍵
は
「
小
さ
く
始
め
て
、
仕
組
み
に

す
る
」手
順
に
あ
り
ま
す
。

特
に
家
族
経
営
や
小
規
模
事
業
ほ

ど
、
い
き
な
り
高
価
な
シ
ス
テ
ム
を

入
れ
る
よ
り
、
ま
ず
は
一
つ
の
作
業

を
10
分
短
く
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め

る
の
が
現
実
的
で
す
。
議
事
録
、
提

案
文
、
求
人
文
、
手
順
書
な
ど
、
成

果
が
見
え
や
す
い
も
の
を
選
び
、
う

ま
く
い
っ
た
ら
定
型
文
・
テ
ン
プ
レ
ー

改
善
を
徹
底
的
に
磨
き
上
げ
、「
地

味
」「
３
Ｋ
」
と
言
わ
れ
が
ち
な
産
業

を
高
付
加
価
値
ビ
ジ
ネ
ス
へ
と
転
換

し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
分
野
は
、

人
の
判
断
と
技
能
が
不
可
欠
で
Ａ
Ｉ

に
代
替
さ
れ
に
く
く
、
人
手
不
足
を

背
景
に
価
格
決
定
力
も
高
ま
り
や
す

い
こ
と
か
ら
、
今
あ
ら
た
め
て
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。

「
Ａ
Ｉ
は
人
間
の
仕
事
を
奪
う
の

か
？
」
と
い
う
問
い
に
、
歴
史
は
一

定
の
答
え
を
示
し
て
い
ま
す
。
蒸
気

機
関
や
電
力
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
い

っ
た
技
術
革
新
は
、
短
期
的
に
は
仕

事
を
代
替
し
混
乱
を
生
み
ま
し
た

が
、
長
期
的
に
は
新
た
な
職
種
と
雇

用
を
創
出
し
て
き
ま
し
た
。
Ａ
Ｉ
時

代
も
、仕
事
が
消
え
る
の
で
は
な
く
、

求
め
ら
れ
る
役
割
や
ス
キ
ル
が
大
き

く
変
わ
る
と
考
え
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

そ
の
中
で
企
業
に
求
め
ら
れ
る
の

が
、
Ａ
Ｉ
を
前
提
に
人
と
仕
事
を
再

設
計
す
る
視
点
で
、
社
員
に
は
Ａ
Ｉ

と
協
働
す
る
た
め
の
基
礎
的
な
リ
テ

ラ
シ
ー
が
、
経
営
者
に
は
事
業
構
造

を
Ａ
Ｉ
で
ど
う
変
え
る
か
を
判
断
す

る
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
Ａ
Ｉ
時
代

に
強
い
企
業
と
は
、
学
び
続
け
る
文

化
を
持
ち
、
人
へ
の
投
資
を
惜
し
ま

な
い
企
業
だ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

断
す
る
と
い
う
原
則
を
守
る
こ
と
で
、

Ａ
Ｉ
依
存
で
は
な
く
Ａ
Ｉ
協
働
の
文

化
が
育
ち
ま
す
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

４

定
着
の
鍵
は

「
小
さ
く
始
め
て
仕
組
み
に
す
る
」

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

Ａ
Ｉ
を
う
ま
く
導
入
で
き
た
ら
、

次
に
考
え
る
こ
と
は
Ａ
Ｉ
を
活
用
し

た
業
務
の
「
定
着
」
で
す
。
定
着
の

AIの導入で最初に成果が出やすい領域

バック
オフィス

　見積書・請求書・社内文書の下書き、議事録要約、
規程やマニュアルのたたき台作成、問い合わせの一
次対応など、AIが下ごしらえを担うことで、少人数
でも回る基盤が整います。
　説明資料づくりや要点整理も高速化され、経営者
が本当に考えるべき論点に集中できる状態をつくり
ます。

営業・
マーケ
ティング

　昨今は価格転嫁だけでなく、顧客が納得する「価値
転嫁」が鍵です。AIはヒアリング内容の整理、提案書
の骨子作成、導入事例の文章化、SNSやWebの発信
の下書きなどを支援し、“伝える力”と“提案量”を引
き上げます。
　少人数でも高密度の情報発信と提案が可能になり、
結果として「選ばれる理由」を言語化しやすくなります。

現場・
教育　

　人手不足が深刻化するほど、教育負担や品質低下
の悪循環に陥ります。AIは作業手順書や安全マニュ
アルをわかりやすく整え、Q&A化し、教育資料を標
準化することで教える側の負担を軽減し、教育の質
を均一化できます。
　さらに、ベテランの経験や勘を文章化して蓄積す
れば、属人化を防ぎ、引き継ぎのコストを下げ、組
織の再現性向上につながります。
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　中小企業にとって人手不足は深刻な課題
ですが、その解決策は「即戦力人材の確保」
だけではありません。十人十色の個性を受
け止め、活かすことで、会社そのものが強
くなる。株式会社ファイヴエーカンパニー（東
京・世田谷区）の挑戦をご紹介します。
　同社代表の間宮孝洋氏は、かつてヘビメ
タバンドに情熱を注いだ青年でした。バイ
ト先だったビルメンテナンス業に正社員と
して就職し、独立して会社を興した経歴は、
一見すると異色です。しかし「どうせ時間
を使うなら、しっかりやろう」という姿勢は、
音楽も仕事も一貫しています。
　現在、同社には約600名の登録スタッフ
が在籍し、日常清掃を担うスタッフの平均
年齢は72歳。「仕事を通じて安心できる居

場所をつくる」ことが重要なテーマで、そ
の象徴が2019年に誕生した「業務サポー
ト部 ハッピー課」。退職時の卒業証書や誕
生日の手書きメッセージなど、一人ひとり
を大切にする文化が根付いています。
　一方で、定期清掃や巡回清掃では若者が
活躍しています。ニートや引きこもりと呼
ばれてきた若者に働く機会を提供したこと
をきっかけに、「社会との接点」を会社が担
う役割を意識するようになりました。給料
以上に「居場所があること」を喜ぶ声が、
職場を支えています。
　間宮氏は「ミッションとは、与えられた
命をどう使うか」と語ります。年齢も背景
も異なる人材が、それぞれの色を失わずに
輝く。ファイヴエーカンパニーの姿は、多
様な人材活用が中小企業の未来を照らす
“虹”になり得ることを示しています。

～十人十色、虹のような会社を目指して～
中小企業における多様な人材活用のかたち

　最近の中小企業経営において注目すべき
大きな潮流が「価値観の転換」です。目ま
ぐるしい変化にさらされ、経済性や効率性、
成長性だけを最優先する考え方は揺らぎ、
持続可能性や地域との関係、働く人の幸せ、
信頼といった要素が企業評価の重要な軸に
なりつつあります。
　これまで成功とされてきた量的成長は限
界を迎え、「何のために成長するのか」「誰
のための経営か」が問われています。また、
相互扶助で支えられてきた信頼の文化が弱
まる中で、企業には関係性を再構築する役
割が求められています。
　こうした流れを象徴するのが「倫理資本
主義」です。利益と社会的な善を両立し、
誠実さや透明性を重視する企業が評価され
る時代。中小企業は、地域とのつながりや
社員との信頼という強みを生かし、企業の
存在意義を自らの言葉と行動で示すこと
が、これからの競争力につながっていきます。

クローズアップ現
・
在
・

倫理資本主義人
手
不
足
が
続
く
中
、
人
材
育
成

の
手
段
と
し
て「
リ
ス
キ
リ
ン
グ（
学

び
直
し
）」へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

Ａ
Ｉ
や
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
の
導
入
、

デ
ー
タ
活
用
な
ど
、
新
し
い
ス
キ
ル

が
登
場
し
、
中
小
企
業
で
は
業
務
の

属
人
化
や
デ
ジ
タ
ル
導
入
の
遅
れ
、

ベ
テ
ラ
ン
層
と
の
ス
キ
ル
ギ
ャ
ッ
プ

が
課
題
に
な
り
や
す
い
状
況
で
す
。

そ
の
た
め
、「
最
低
限
の
デ
ジ
タ
ル

リ
テ
ラ
シ
ー
」
は
競
争
力
維
持
の
条

件
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
リ
ス
キ
リ
ン
グ
に
取
り
組

む
企
業
で
は
、
社
員
が
仕
事
に
自
信

を
持
ち
や
す
く
な
り
、
主
体
性
も
高

ま
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。「
入
社
３

年
後
に
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ
て

ほ
し
い
の
か
」「
ど
の
ス
キ
ル
を
身

に
つ
け
て
ほ
し
い
の
か
」
を
明
確
に

し
、
そ
の
た
め
の
学
び
の
機
会
を
用

意
す
る
こ
と
は
、
若
手
の
離
職
防
止

と
生
産
性
向
上
に
直
結
し
ま
す
。

期
待
高
ま
る

「
リ
ス
キ
リ
ン
グ
」




